




A Case of the Two Supernumerary Teeth and a Wisdom 
Tooth Impacted in the Right Maxillary Molar Region
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報告年度 報告者 年齢 性別 発現部位
1955 藤岡ら 22 男
　●
1956 和久本 26 男
1962 宮崎ら 28 男 1⑨⑩
1963 岡本ら 25 女
●　　　●
W7　78⑨
1963 岡本ら 26 男
●　　　●●
W7　78
1965 榎本ら 37 男 姫゜
1965 打田ら 30 男 　●
1977 高島ら 24 男 　　●
1981 本症例 35 男 　●●
やや難点がある．しかしBolk　（1914）4）の分類
及び野坂（1976）2）の考えからしても臼芳歯と表
現してよいと考えられる．
　本症例の2過剰歯と第3大臼歯の形成及び萌出
時期などをその形態や位置関係から推察するに，
臼芳歯Bの歯冠に接していた部で臼労歯Cの歯根
に吸収が認められた．これは臼労歯Cが先に萌出
を開始し，続いて臼芳歯Bが萌出を開始しようと
していたと推察される．さらに第3大臼歯の歯牙
形成時期については不明であるが，単に歯牙の位
置から推察すると先に臼芳歯Bが形成を完了し，
続いて第3大臼歯が形成されたとも考えられる．
またそれぞれの歯牙の形態は3歯3様である．こ
れは以下に述べる過剰歯の発生原因を考察するの
に何等かの意味を持つものと思われる．
　過剰歯の発生由来についてはいまだ定説をみな
いが，大別すると1）隔世遺伝説，2）歯芽及び
歯堤の破裂及び生産加剰説，3）中間説，4）崎
形説，5）組織誘導説にまとめられる2｝．
　隔世遺伝説では過剰歯の出現を退化しつつある
歯数の減少に対する復古形，すなわち祖先がえり
’と考えた．しかしこの考えは藤田（1958）17）によ
　り否定されている．まず科や目を超える遠隔な祖
先がえりという現象が起こり得るかが疑問であ
る．またヒトの過剰歯が仮に復古形であるなら，
その数は哺乳類の一般歯式の示す歯数を超えない
はずであるが，事実はそれに反する．過剰歯が復
古形であるなら，それは代生歯群より原始性に富
むと考えられる乳歯群に頻度が高いはずである
が，実際には逆に少ない．第4大臼歯が生えて来
　るなら，それば第3大臼歯よりずっと遅れていな
ければならない，しかし日後歯の発生時期は第3
大臼歯とほとんど同時である，などの理由である．
そして藤田（1958）17）は歯胚の数は通常一定であ
　るが，時には過多形成が起こることがあると考え
　た．その過多形成も発生し易い所とし難い所があ
　り，一般に歯堤の末端部や歯堤の内部では正常歯
胚間の間隙が大きい所ではないかと述べている．
　しかしその過多形成の原因については不明である
　としている．
　　さらに歯芽及び歯堤の破裂及び生産加剰説や中
　間説に述べられる歯胚（歯芽）や上皮索などの分
　裂により過剰歯が発生するとされる考えは，同一
歯胚が分裂したのであればほぼ同時期に石灰化が
進行するはずであるのに，事実はそれに反し矛盾
する2）．また服部（1959）18）も歯胚の分裂に原因
すると考えるのは，単なる臆説に過ぎないとして
　いる．さらに過剰歯の歯胚の発生転機は，上皮索
　より歯堤にそなわる方が多いとし，上皮索の分裂
　に由来するとされる考えにも難点があると述べて
　いる．そして過剰歯の歯胚は歯堤において正規の
　歯牙とは別に形成体の誘導作用を受けた細胞組織
　から発生すると考えられると述べている．そして
　歯堤の形成も周囲構造の変動によって影響を受け
　ることが多く，そのような部に多くの過剰歯が出
　現するとされる．野坂ら（1976）2）もこの組織誘
　導説を支持し，過剰歯の発生も正常な歯牙の発生
　と全く同一な発生過程をとると考えた．そして歯
　牙の形成における外胚葉の誘導には1）誘導刺激
　の強さ，2）その持続時間，3）刺激に対する組
　織の反応能力，4）刺激の特異性の4つの因子が
　関与し19｝，その4つの因子が満たされて異常誘導
　として過剰歯形成に関与しているとされる2）．さ
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らにそれらの因子は遺伝子の組成と何等かの関係
を有しているのではないかとされている2）．
　本症例において3歯の形態及び位置関係や歯牙
の形成及び萌出開始時期などから考察するに，正
常歯胚とは別に何等かの原因で歯胚が過剰に生産
され，過剰歯が出現したと考えられる．そしてそ
の原因としては組織誘導説をとるのが最も妥当で
あると思われる．
結 語
　35歳男性の右側上顎大臼歯部に2過剰歯を有
し，それらと智歯が埋伏していた症例について報
告し，あわせて過剰歯の発生機転について文献的
考察を加えた．
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